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ササゴイArdeoZastrjataのまき餌漁の種類と

みられる地域の特性

黒沢令子’・樋口広芳’
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はじめに

ササゴイは浅い水辺で魚などを採食するサギ類の１種で，全世界の浅水域に広く分布し

ている（Hancock＆Kushlanl984)．1957年にフロリダのエオラ湖ではじめて，パンなど

の物体を水に浮かべて魚をおびきよせて捕獲する行動がみられて以来（Sissonl974)，類

似の行動が世界のいくつかの地域で観察されている．特に日本の熊本県の水前寺公園では

詳細な観察がなされている（Higuchil986,1987,1988a,1990,1993,国松・坂梨1987)．

ササゴイのそうした餌を使った採食行動（以下，まき餌漁とよぶ）は烏の行動の中では

融通性に富み，合理的な思考を必要とするものと考えられている（Griffinl984)．ササ

ゴイのこのまき餌漁は，現在のところ世界の限られた地域でだけ観察されている．この行

動は，どこでどのように発生し，また発達していったのだろうか．本論文では，この疑問

を念頭におきながら，まず，日本および海外でこれまでに観察された例を地域ごとにまと

める．次に，まき餌漁にかかわる項目を，ａ）位置と環境の特性，ｂ）年代，ｃ）まき餌

の種類，ｄ）まき餌の方法，ｅ）待ち時間，ｆ）成功率，ｇ）人への依存度にわけて検討

する．

なお，本論文でいうまき餌漁は，樋口（1990）のいう投げ餌漁とほぼ同義である．どち

らの名称にも一長一短があるが，ここでは魚をおびきよせるために餌をまくという意味で，

まき餌漁を使うことにする．ただし，まき餌漁といっても，同時にたくさんの餌をばらま

くわけではない．

まき餌漁についての情報を集めるにあたっては，国内外の文献に広くあたった．各著者

にはその後，よりくわしい情報を得るために手紙による問い合わせを行なった．質問項目

は表１に示してある．また，論文などになっていない個人観察の情報についても，同様の

問い合わせ調査を行なった．

１．日本でのまき餌漁の報告例

ａ）関東付近以北

・岩手県遠野市綾織町清養園（Seiyoen）

1984年５月23日，同月26日と６月８日に，ササゴイの成鳥がヤナギの枯葉と思われる木

の葉や小物体を1.5ｍほど投げてとばし，魚をねらっているのが観察された（時田克夫私
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信)．ここは市民の保養地として人工的に造成された池で，周囲1.5kｍ，深さ２ｍ，面積

およそ２ｈａ程度のものである．ところどころに湿地が点在し，ニセアカシアやオニグル

ミなどが生えていてかなり天然の池に近い環境である．幅２ｍほどの小さな川が流入して

いるので，少し濁りのある水はゆっくり移動している．ハヤ，コイなどの魚がいて，管理

人が時々池のコイに餌を与えている．１日に数名ほどの人出がある程度である．この烏は

魚はとらなかったが，餌をくちばしにくわえた写真が撮影されている．

・新潟県北蒲原郡（Kitakanbaragun）

1983年のある夕方（日づけは不明)，川の中州の浅瀬で魚をねらっているササゴイが

(年齢は不明）水面に浮かぶ小枝をくちばしでついばむのがみられた（竹前1984)．この

場所は水流がゆるやかで，浮かんだ小枝は速く流れさることはなく，ササゴイは数回にわ

たり小枝をつついた．この行動がみられたのはこの時だけだった．

・東京都文京区六義園（RikugienPark，JapaneseGarden）

日本式庭園の中にある池で，1986年７月20日と８月２日にササゴイの幼烏が木の葉や小枝

をくちばしにくわえているのがみられた（寺島旭私信)．その鳥はくわえたものをもて遊

んだり，水面に落したり，前方にとばすなどの仕草をしていたが，魚をとろうという積極

的な行動には移らなかった．この庭園の池にはコイが多く，よく観光客が魚に餌を与えて

いる．

・山梨県甲府市武田神社（TakedajinjaShrineMoat）

神社をとりまく堀で，1977年７月10日に１羽のササゴイ（年齢は不明）がヒグラシと思

われるセミを捕穫し，それを食べずに水面にそっとおくような動作をして，また拾い，そ

の動作を数回くりかえした（叶内拓也私信)．結局，魚はとらなかったが，自分で食べず

に生き餌を池にわざと帆おいた〃所からⅧまき餌〃の例だったと考えられる．ここは市街

地のはずれにあり，神社の敷地をとりまく堀にアヒル，コブハクチョウやコイなどがいて，

訪れた人がよく餌をやっている．堀は少し深いが，境内からの木の枝がさしかかっていて

よいとまり場を提供している．水流はなく，水はにごっていて，水中はみえない．

ｂ）関西以西

・大阪府泉大津市大津川（OhtsugawaRiver）

1990年８月１２日，ササゴイの成鳥が草の葉をくちばしにくわえたままじっと水面をみて

魚の様子をうかがっているのがみられた（紀野惰私信)．そのササゴイは場所をかえるべ

く，時々立ち止まっては水面を眺めながら上流にむかって歩きだし，結局みえなくなった．

この場所はすんだ水がゆるやかに流れている川の中州の水ぎわで，小魚が多く，釣り人も

よくいる．ここではササゴイは年に２～３羽がみられる程度である．

・兵庫県姫路市姫路城内堀（HimejijoCastleMoat）

1988年10月８日から１０月14日にかけて，朝６時ころ，石の上にいたササゴイの若鳥がコ

イに与えられたパンくずを拾いあげ，首をのばしてそっと水面に浮かべるのが観察された

(中川1989)．小魚がよってくるのをじっと待っていて，魚が浮きあがってきたところを

すばやくつかまえた．パンくずが風に流されそうになると，それをとりあげて，またもと

の位置に戻し，おなじ行程をくり返した．この鳥は１時間半のうちに20匹あまりの小魚を

捕食した．ここは有名な観光地である姫路城の内堀で，散策を楽しむ人がコイにパンくず

などの餌を与えている．このササゴイは１５日以降は姿がみられておらず，渡っていったも
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のと思われる．

この例は日本でみられた唯一のパンくず利用の例であるとともに，若鳥の成功例として

も数少ない例である．

・山口県光市三井島田川（ShimadagawaRiver）

1991年８月15日の夕方17時から18時にかけて，ササゴイの成鳥が白い発泡スチロールの

小片をくちばしでくわえては水面に放り込む仕草をしているのが観察された（山本健次郎

私信)．川上にむけてプッと放り出すようにし，５０ｃｍくらい流れてしまうとまた拾いあ

げてくり返した．何度かくり返して，魚が捕獲できないと,この小物体をくわえたまま移

動した．３０分後にも，そのササゴイが同じようにまき餌漁をしていたのが確認されている．

そして，結局12ｃｍくらいの大きさのハヤ（オイカワ）を捕獲すると，ゆっくり飲み込ん

で対岸へ移動した．

また1992年６月12日朝７時５分から７時10分ころ，ササゴイの成鳥が泥の乾いた薄片を

ポイと放り込み，溶けて水に沈むとまた別の薄片をとってすぐくり返していた．人がきて

逃げたので魚をとるまで到らなかった．ここは川のコンクリート護岸でササゴイはその縁

にたたずみ，この行動を行なっていた．当地の海岸の松原にはササゴイの大規模な営巣地

があり，約50つがいの営巣が観察されている．島田川は市の中心部を流れていてササゴイ

の成鳥の採食行動は常に観察されているが，まき餌をもちいた採食行動がみられたのはこ

れがはじめてである．島田川の水は澄んでおり，ゆるやかな流れがある．人が魚に餌を与

えてはいない．

ｃ）九州

・福岡県北九州市勝山公園内藩主下屋敷庭園（KatsuyamakoenJapaneseGarden）

1986年５月10日朝７時半ころ，ササゴイあるいはゴイサギの幼烏と思われる個体がくち

ばしに小枝をくわえているのがみられた（余吾1987,余吾ヨシ子私信)．このときは長

さ10～15ｃｍくらいの小枝で水面をチョンチョンとつつき，２，３度くわえなおしてまた水

面をつついた．その後，カワセミのようにとびこんで水中の魚をとろうとするところがみ

られたが，魚はとれなかった．1987年２月11日，池の中の石の上にいたササゴイと思われ

る鳥が，足元に流れてきた白い小さな羽毛を拾い，コイの近くの水面にポイと落し，水中

のコイをじっとみていた．ここは城の公園の池で，週に一度くらいの割合で公園の係員が

魚に餌を与えている．わずかに流れがある．

・熊本県阿蘇郡小国町杖立川（TsuetategawaRiver）

1986年10月25日12時40分ころ，ササゴイの成鳥と思われる鳥が羽虫を捕獲し，それを食

べずに川の水面に浮かべるのが目撃された（長谷部1987)．この鳥はじっと水面をみて魚

がよってくるのを待って捕獲した．越冬している個体と思われる．水前寺公園との距離は

北東へおよそ50kｍある．

・熊本県菊池郡酒水町合志川（GoushigawaRiver）

1987年６月10日，合志川でササゴイのまき餌行動がみられた（有馬1986)．詳細は不明

である．この川は水前寺公園から北へ約16kｍのところにある．

・熊本県菊池郡西合志町（NishigoshimachiPond）

1985年９月４日ササゴイの幼鳥が小さな物体を投げているのがみられた（高木博敏私

信)．場所は0.2haの小さな農業用池で，水は溜り水で動いていない．水前寺公園から北へ



４

約13kｍある．

・熊本県熊本市花園町井芹川（IserigawaRiver）

1986年８月６日18時30分ころから，ササゴイの成鳥が小枝や小石をくわえては放してい

るのがみられた（山I111986b，山田哲也私信)．流れのよどみで，川上にむかって落す

ようにくちばしから離していた．水田や住宅地区の中を流れる川は，田に水を引く季節な

ので水量が少なく，川底の石や土なども所々出ていた．ササゴイは場所をかえながら10回

くらいもおなじ行程をくり返していたが，魚はとれず，深みにその餌をほうり投げてその

まま捨ててしまった．その後，まき餌を使わずに魚をねらい，３回のうち１回成功した．

そのあいだも石や草のあいだをつつくような動作をした．何か食べていたのか探していた

のかはわからない．水前寺公園からの距離は北西へ約６ｋｍである．

この場所では1986年７月26日午前６時30分ころにも，２羽の幼烏とみられるササゴイの

うちの１羽が，小枝や水草をくわえては落としているのがみられている（山田1986a)．

・熊本県上益城郡嘉島町上島御船川（MifunegawaRiver）

1986年８月31日昼ころ，ササゴイの幼烏が枯葉をむしって水面に落としたのが観察され

た（今村京一郎私信)．その他に白いものや，小石なども落としていた．この烏は実際に

は魚をとらなかった．水前寺公園から７ｋｍほど離れた流れのゆるやかな川である．

・熊本県上益城郡矢部町五老ケ滝川（緑川の上流）（GorogatakigawaRiver）

1984年10月26日，ササゴイの若鳥が川岸の水面から１ｍくらいある岩棚から何かをそっ

と落しているのが観察された（江口和洋私信)．物体は足元にあった落葉（13回)，腐葉

土（１回）などで，手当たり次第に何度もまいてはじっと待つという方法だった．最後の

腐葉土をまいたのち４分くらいしてとびこみ，ウグイかアブラハヤらしき魚を捕狸した．

場所は川の深い淵で澄んだ水が非常に緩やかに流れている．水前寺公園からの距離は南西

へ約30kｍである．

・熊本県八代市迎町球磨川支流の前川（MaekawaRiver）

1984年と1985年６月から７月ころ，河口にならんだテトラポット上でササゴイの成鳥が

何かくわえては放す動作をしているのがみられた（田川伸一私信，浅井奈々子私信)．

その物体は発泡スチロール片や赤いプラスチック片で，ササゴイはくちばしから離しては

数秒待っていた．引潮のためかコンクリートは水面から５ｃｍほど出ていて，ササゴイは

この上にとまっていた．川の流れは非常に緩やかで、水は澄んでいた。この場所は水前寺

公園からは南西へ34kｍ離れている．

・熊本県八代郡坂本村球磨川合志野（おうしの）地区（KumagawaRiver）

1988年７月中旬と1990年７月中旬に，ササゴイの成鳥がハエを捕獲し，それを水面にポ

イと投げるのがみられた（本村一羊私信)．その後数秒以上待って魚を捕獲した．ここは

ダムと放水路との中間点で水がほとんど流れず，溜池のような状態になっている．捕狸し

た魚はハヤ（オイカワ）だった．この場所のすぐそばの川辺にある大きなエノキに営巣し

ているササゴイが数羽いた．その後護岸工事のためにササゴイはみられなくなった．水前

寺公園からは南へ約40kｍである．

・熊本県水俣市水俣川（MinamatagawaRiver）

1991年５月中旬に，ササゴイの成鳥が川の堰のふちに立ってコケやササの葉，草切れな

どを投げているのが観察された（本村1992)．ササゴイは足元の石の上のコケをくちばし
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ではがし，何度も堰下のよどみに投げては，身をかがめて水中の獲物をうかがっていた．

最後は付近でアユをねらっていたゴイサギに場所を追われていってしまった．水前寺公園

との距離は南へおよそ70kｍである．

・熊本県熊本市八景水谷公園（HakenomiyakoenPark）

1993年６月27日朝９時40分ころ，ササゴイの成鳥が小さな物を水面においてすぐ飛びこ

むのがみられたが，魚は捕獲できなかった（今村京一郎私信)．この場所は湧水池を利用

した自然度の高い公園の人工池で，水は透明で流れはほとんどない．水前寺公園からの距

離は北へ約6.5kｍである．

・熊本県熊本市水前寺公園（SuizenjikoenJapaneseGarden）

1986年６月１５日10時ころ，ササゴイの成鳥が枯葉や小石を投げてはすぐにとびこんで魚

を捕獲し，その小石をまたくわえて場所を移動していったのがみられている（山IIll986

a)．魚はオイカワであった．

この場所は7.6haの公園内の15％を占める日本式庭園の池で，自然の湧水を利用してつ

くった池である．池の周囲は歩道がめぐっており，池の中には所々に飛石や小島が配置し

てある．また池のすみの水の湧き出し口の方は，自然な崖地のように樹木が繁ったままに

してある．公園内には高木を利用してササゴイが繁殖しており，２０～30つがいが営巣して

いる．

同公園では1983年から1986年にかけて，４月から８月までのあいだ，くわしい観察がな

されている（Higuchil986，l988a，1990)．成鳥では，ハエ，昆虫の成虫と幼虫，ミミ

ズ，木の葉，実，魚の餌の魅，羽毛，発泡スチロールなどあらゆる小物体が利用され，ま

き餌の方法も落してから１秒たらずでとびつく方法から，投げて数秒ほど待ってとびつく

などいろいろな方法をとっている．幼烏も同様にさまざまなものを利用するが，実際に成

功したのはハエを使った１例だけであった．また成鳥では，小枝を短くおってルアーを

｢つくる」行動も認められている．

・熊本県熊本市上江津湖（KamiezukoLake）

1990年２月３日午後２時から３時ころ，ササゴイ成鳥が川の中に水面から30ｃｍほど突

き出た木柵の上に立って，小さなゴミのようなものを拾っては投げているのがみられた

(今村京一郎私信)．この烏は柵のために流れの中に渦ができるところにむかって，小物

体を水面にほうり込むことをくり返していたが，一度も水中にはとびこまず，魚も捕獲で

きなかった．この付近で越冬するササゴイも年によって１～２羽程度はみられるが，真冬

にみられるのはまれである．水前寺公園からの距離は南へ約１ｋｍである．

・熊本県熊本市江津湖（EzukoLake）

1983年から1986年にかけて，毎年４月から８月ササゴイの成鳥がいろいろなものを使っ

てまき餌漁をするのが観察されている（樋口未発表)．使われるものは，ハエや水生昆虫

の幼虫，ミミズ，小枝，木の葉や木の実などである．まき餌の使い方はおくものもあり，

投げたりもする．すぐとびこむ場合もあり，数秒待つ例もある．この場所は川の遊水池の

ようになっており，川の部分では流れがあるが，浅く広い池や湿地などの部分では流れは

あまりない．水前寺公園からは南へ約２ｋｍである．

・鹿児島県鹿児島市下福本町木之下川（KinoshitagawaRiver）

1985年７月７日午前７時すぎ，草むらの中から魚をねらっていたササゴイの成鳥が，く
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ちばしの先から何か小さなものを１ｍほど先までとばすのがみられた（鮫島1985，鮫島

美智子私信)．そのササゴイは，とばした先の水面をしばらくみていたが，次にそばの草

の葉らしいものをつついてくちばしにくわえ，また水面にとばした．同じ行動を２，３回

くり返してじっとねらってから水中にとびこみ，自分のくちばしより大きい魚を捕獲した．

ここは幅５ｍくらいの川で，付近には住宅や休耕田などが散在している．澄んだ水がゆっ

くり流れている小川で，時おり釣り人や子供が水遊びなどに訪れるが，習慣的に人が餌を

まくことはみられない．その後，９月ころまでササゴイをみかけたが，まき餌をしたのは

このとき一度だけだった．

２．世界各地のまき餌漁の報告例

ａ）シンガポール

・ジュロングバードパーク（JurongBirdPark：１．２０'Ｎ，l03o42'Ｅ）

1985年ころ，ササゴイの成鳥が公園内の池で浮き板にのってまき餌漁をしているのが毎

日みられた（田川満私信)．この鳥は餌台にあるパンを拾ってきては水面におき，魚がく

るのをじっと待って捕獲する．ここは公園の中の深さ約１ｍの人工池で，水の流れはなく，

濁っていて水中はみえない．同じ池にペリカンなどの水鳥が半野生の状態で飼われている

が，このササゴイは野生のものである．シンガポールではササゴイは留鳥である．

ｂ）アフリカ西部

・ブルキナファソ国，ワガドゥグゥ（Ouagadougou,BurkinaFaso：12.09'Ｎ，０１。28'Ｗ）

1981年５月10日朝８時ころ，水面から高さ80ｃｍほどの枝にとまっていたササゴイの成

鳥がくちばしにくわえていた花びらを首をのばして水面上高さ20ｃｍほどのところから放

すのがみられた（WalshetaL1985)．ここは長さ100ｍの水域で流れはほとんどない．

・ニジェール共和国，タポア川，Ｗ国立公園（TapoaRiver,NationalParkduW,Niger

Rep.：12.29'Ｎ，02.24'Ｅ）

1983年１月26日17時ころから18時にかけて，流れの穏やかな川でササゴイの成鳥が２

ｍｍ×５ｍｍくらいの茶色い小物体をくちばしにくわえ，水面につけては放すことを15回

ほどもくり返して10ｃｍほどの魚を捕獲したが，その魚を取り落としてしまった（Walsh

etal､1985)．この一連の行動の途中に一度ほかのササゴイが入ってきたのを追いはらっ

た際，この烏はくちばしにこの物体をずっと保持していたと思われた．翌朝６時40分ころ，

同じ場所で同じ個体と思われる烏が今度は甲虫を捕獲して同じように魚をねらうのがみら

れた．

ｃ）アフリカ東部

・ケニヤ，ハンターズロッジ（ナイロビーモンバサ道路沿い)，キボコ川（KibokoRiver，

Hunter，ｓＬｏｄｇｅ；Nairobi-MonbasaR.：２．１５'Ｓ，37.42'Ｅ）

1967年10月24日，川の中の石の上にいたササゴイの成鳥が釣り人の残したゆでトウモロ

コシの種子を拾いにいって，上流の水面にそっとおき，流れると何度もおき直す行動がみ

られた（Boswalll983a)．この鳥がその直前に魚を捕獲するのに成功したことが別の観

察者に観察されている．

この場所では，1968年１月にもササゴイがねぐらにしている樹上から飛来して空き地に

降り，落ちていたストロー片を拾うのがみられた．この烏はそのストロー片を水に落とし
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てからくちばしで丹念に追ったが，漁は成功しなかった．２，３日後，ねぐらの木より降

りてまもなくパンくずをみつけ，すぐにこれを使って魚をねらいはじめた．パンが大きかっ

たときにはよりつく魚も大きかったらしく，ササゴイは魚にとびつかなかった．パンくず

が小さくなり，小魚がつついた時には，すかさず飛びこんで７～８ｃｍくらいの魚を捕獲

した．この場所は水が透明でおだやかな流れがある．

ｄ）アフリカ南部

・南アフリカ，ダーバン（Durban,SouthAfrica：29.50'Ｓ，31.Ｅ）

1986年７月１３日午後３時ころ，日本庭園でササゴイの幼烏がパンを使って魚をおびきよ

せ，捕獲しているのが観察された（Woodl986，私信)．この鳥は餌をおいてから２～３

秒から長いときには15分くらい待って魚をつかまえた．ここでは，人がよく魚やアヒルに

餌をやっている．この鳥はパンが手に入らないときは紙切れや白い羽毛も使ったが，その

時は成功しなかった．また，まき餌をする場所は，魚が活発に動いている様子がみられる

所に限られていた．1987年７月にも，同じ場所でササゴイの成鳥が同じ方法でまき餌をし

ているのがみられた．1988年５月にはこの場所でパンをやると，そこにいたササゴイが拾っ

てまき餌に使った．水は濁っていて水流はなく，水中はみえない．南アフリカでは７月が

冬にあたり，ササゴイが越冬にくる．

・南アフリカ，クルーガー公園ストルズニクダム（StolsnekDam,KrugerNationalPark

：２４｡S，31.40'Ｅ）

1986年10月５日，ダムの水面上に出た木の枝上にいたササゴイがくちばしでクモを水面

におき，流れてしまうとまたとりあげて元に戻すことをくりかえしていた（Englishl987)．

10回ほどもくりかえしたが漁は成功しなかった．次にそばの枯木にとんでいき，樹皮の下

を引っかいてクモか昆虫のようなものを捕獲すると，同じ行程をくり返した．

ｅ）アメリカ合衆国

・マサチューセッツ州ハーヴァード，ウイリアムズ保護池（WilliamsConservation

Pond,Harvard,Massachusetts：42.30'Ｎ，71.35'Ｗ）

1973年７月，ササゴイがトンボを捕獲し，くちばしの中で食べるようにかんだのち，そ

れを食べずに水の上におくのがみられた（Makal990，私信)．その烏は１分ほどそのト

ンボをつついたり，動かしたりしていた．よってきた小魚を捕食し，この餌で数匹の魚を

捕獲した．この場所は広さおよそ１ｈａの沼で，人が魚に餌をやることはない．

・同州ハーヴァード，デラニー野生動物保護区の沼（DelaneyWildlifeManagement

Area,Harvard,Ｍａ.）

1988年８月，ササゴイが何か非常に小さなものを水の上におくのがみられた（Stephen

GMaka私信)．この沼は広さが約40haあり，浅くて水流もほとんどない場所である．

このササゴイはウキクサの繁った水面に餌をおいたのち，２～３分ほど待っては場所をか

えることを３回ほどくり返した．３度目においてから１分と待たずに魚を一匹捕獲した．

ゴム製の擬似餌などの人工的な餌の使用もみられている．ここでは人による魚や烏などへ

の給餌は行なわれていない．

・アーカンソー州，モンゴメリー，ウアチタ川（OuachitaRiver，MontgomeryCounty，

Arkansas：34.30'Ｎ，44.30'Ｗ）

1985年８月22日と９月８日に，ササゴイの成鳥がカゲロウを捕獲して，それを食べずに
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水面に浮かべるのがみられた（Prestonetal､1986)．この烏はカケロウを浮かべては流

れそうになるとまたとり戻し，同じ行動を30分間に10回以上行なっていた．この川面には

当時カゲロウが多数いた．

・サウスカロライナ州チャピン，マレー湖（LakeMurray,Chapin,SouthCarolina：３９ｏ

46'Ｎ，90.24'Ｗ）

1975年８月16日１８時15分ころ，ササゴイの幼烏がカゲロウを水面に落としているのがみ

られた（Keenanl981，Boswalll983b)．この烏はすぐ近くで柱をつくって舞っていた

カゲロウの一匹をくちばしに横にくわえ，浅い所に落し，よってきた小魚を捕狸した．こ

れを２回ほどくり返して，その後場所をかえた．この時以降はこの場所ではまき餌漁は観

察されていない．

・フロリダ州オーランド，エオラ湖（LakeEola,Orlando,Florida：２８。30'Ｎ，８１o30'Ｗ）

1957年４月16日，人が魚に投げ与えたパンをササゴイの成鳥が自分で拾い，それを水面

において魚がよってくるのを待ち，捕獲するのが観察された（Lovelll958)．ササゴイに

よるまき餌漁の観察の最も古い記録である．この烏は人が投げたパンに魚が集まるのをみ

ていて，その魚を捕獲した．またこの場所にいたダイサギは，人が投げたパンに魚が集ま

るのをみていて，パンをつつく小魚を捕食している．しかし，このダイサギはササゴイと

は違って，自分でそのパンを動かそうとはしなかった．ここは湖で，ほとんど流れはなく，

多種の烏がいる．ササゴイが自分のパンに近よってきたオオバンを追いはらう行動がみら

れている．

・フロリダ州フォートピアース，セントルーシー通り（StLucieBoulevard，FortPierce，

Florida：27.30'Ｎ，８０o20'Ｗ）

1972年ころから1977年にかけて毎年一時期，１羽のササゴイの成鳥が自然に模してつく

られた大きな庭池にやってきて，持主が投げるパンに魚が集まるとそれを捕獲して食べて

いた（Boswalll983a)．この鳥はパンが足元近くによりすぎると，それをとりあげてお

きなおした．パンがササゴイの真下にあるときは，魚がよってこないように思われた．こ

の烏はこの期間継続してみられ，写真もとられている．

・フロリダ中央部，シーブリング（Sebring,centralFlorida：27.30'Ｎ，８１。26'Ｗ）

1974年７月，ササゴイの幼烏が牧場の浅い溝の縁にいて，くちばしにくわえた羽毛片を

水にわざと落とす所がみられ，写真にも写された（Norrisl975)．この烏はミノウと呼ば

れるハヤの仲間を捕食した．

・フロリダ州マイアミシークェリアム（MiamiSeaquarium,Ｍｉａｍｉ：２５。40'Ｎ,８０。10'Ｗ）

1973年ころ，ササゴイの成鳥１羽と幼烏２羽が魚の粒餌を使って効率よく魚を捕獲する

のが観察された（Sissonl974)．特にその中の１羽の幼烏が巧みで，この個体は乾いた地

面に落ちている粒餌を拾いあげると，抜き足差し足で水辺に近より，立ち止まって場所を

探した．場所を定めるとうずくまり，そっと首をのばして餌を水面に浮かべ，じっと魚が

よってくるのを待った．あるときは25分間に20数匹の魚を捕食し，逃したのはたった２匹

だった．また，この烏はくちばしで水面をつついて魚の気を引こうとしたが，うまくいか

ないときに人から投げられた魚の粒餌を拾ってまき餌漁を行ない，魚を捕捜した行動もみ

られている．ここは公園の人工池でわずかな水流がある．ここでのまき餌漁は1980年には

パンを使ってまき餌をし，魚を１匹つかまえたのがフィルムにおさめられたが（Ｎｉｃｋ
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Upton私信)，1986年９月と1987年７月には観察されなかった（Higuchil988b，OscarT・

Ｏｗｒｅ私信)．

・フロリダ州マイアミデイドコミュニティカレッジ（MiamiDadeCommunityCollege，

Miami）

1974年から1979年にかけて，ササゴイの成鳥がパンを拾い，それを水面において魚がよ

るのをみて，捕狸するのがみられている（Boswalll983a，GloriaCashin私信)．ここは

大学のキャンパス内で１００ｍ×300ｍほどの人造湖があり，人が水鳥などに餌をやっている．

この烏はパンくずが大きすぎるときは小さくして使った．このまき餌漁は1986年９月には

みられなかった（樋口未発表)．

・フロリダ州マイアミ，フックス公園（FuchsPark,Miami）

1987年７月30日から８月１日にかけて，ササゴイの成鳥が人が与えるパンやポップコー

ンを拾いあげ，水面において魚を捕獲するのが観察された（Higuchil993)．ここは公園

内の池で，水流はほとんどない．ササゴイは魚がパンにしかよらないので，パンの方を好

んで使用した．実際に人がポップコーンとパンの両方を投げてみると，魚はもっぱらパン

の方によってきた．

・フロリダ州エヴァ一グレーズ国立公園，アンヒンガトレール（AnhingaTrail，

EvergladesNationalPark,Florida：25.50'Ｎ，８１。25'Ｗ）

1986年７月，ササゴイが小枝を落として魚を捕獲するのが観察された（Rhodesl989，

私信)．ここは公園の入口付近の運河で，魚は地元でモスキートフィッシュ（Mosquito

fish）と呼ぶ小魚であった．この烏は同じ小枝で30分間に２匹の魚を捕狸するのに成功し

ている．水草のようなものを引張って使おうとしたが，うまく使えず，やめてもとの小枝

をまたとりあげた．ここは自然公園の中で，人が魚や烏に餌を与えることは禁じられてい

る．ここでのまき餌漁は一度観察されただけで，この時以降はみられていない．

・フロリダ州ポートエヴァーグレーズ（PortEverglades,Florida）

1986年12月１０日から12日にかけて，サザゴイの成鳥が人が魚に投げ与えるパンやポップ

コーンを拾っては水の上におくようにして待ち，魚をおびきよせて捕食しているのが観察

された（Higuchil988b，1993)．ここはおだやかに水の流れる運河で，魚が大きいためか

成功率は低かった．1988年にはみられなかった（ＯｓｃａｒＴ,Ｏｗｒｅ私信)．

ｆ）キューバ，ハバナ動物園（23.08'Ｎ，82.22'Ｗ）

園内の湖で1967年にササゴイの成鳥らしき鳥が，何か食べられるものを水の上に「おく」

ような動作をしているのがみられた（Boswalll983a)．この烏はその物体を何度もおき

直して魚がよってくるのを待って捕食した．

３．項目ごとのまとめ

ａ）位置と環境の特性

これまでの例をまとめると，ササゴイによるまき餌漁の観察例は日本で22か所（表１），

海外では19か所（表２)，合計41か所で報告されている．日本でまき餌漁が観察された最

北端は岩手県の遠野市で，最南端は鹿児島市の木之下川であり（図１），最も数多くみら

れたのは熊本県で１３例あった（図２)．

世界各地での観察地点のうち，旧大陸ではアフリカで５か所あり，新大陸では13か所，
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図１．日本のササゴイの分布畷）とまき餌漁行動の観察地点（●)．

Fig.１．DistributionoftheGreen-backedHeronArdeoJastriatainJapan（霞)andthe

localitieswherebait-fishingwasobserved（●)．

１.Seiyouen,２.Kitakanbaragun,３.Rikugien,４.Takedajinja,５.Otsugawa,６.Himeji‐
jou,７.Shimadagawa,８.KatsuyamaPark,９.KumamotoPrefecture,１０.Kinoshita‐

ｇａｗａ．

そのうちフロリダで８か所の例の多さが目にとまる（図３)．アフリカでの例はいくつか

の地域に散っている．最も高緯度なのはアメリカのマサチューセッツ州ハーヴァードで，

最も低緯度地点はシンガポールである．

ササゴイのまき餌漁がみられた場所は，沼や池，あるいは川の流れの穏やかな場所など

で日本では22か所中の15か所（68％）がそうした環境であった．海外では川や運河などを

含め，流れがあると思われる場所は19か所中の７か所（36％)，その他は池や湖などのあ

まり流れのないと思われる場所であった．

水の透明度に関しては，日本では透明な場所が８か所あり，そこでは水中からササゴイ

の姿がみえてしまうような環境でまき餌漁を行なっている．南アフリカのダーバンの日本

庭園では，水はにごっていて水中はみえない．フロリダのフォートピアース，セントルー

シー通りでは，「ササゴイのすぐ真下にパンが流れてきてしまったとき，ササゴイの姿が

みられては魚がよってこない傾向がある」という観察があった（Boswalll983a)．水中

からササゴイの姿がみえる場合は，同じパンを使ったまき餌でもさらに進んだ配慮が必要

なことを示している．

ｂ）年代

日本で最初にササゴイのまき餌漁が観察されたのは1977年，山梨県甲府市の武田神社で

あった．それからは1983年に新潟県，1984年に岩手県の遠野市と，関東以北の観察例が続

く．1983年の水前寺公園での報告以降，熊本県下では1983年に江津湖，1984年前川，同年
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図３．世界のササゴイの分布③とまき餌漁行動の観察地点（●)．

Fig.３．DistributionoftheGreen-backedHeronintheworld(卿andthelocalitieswhere

bait-fishingwasobserved（●)．

１．CentralandNorthernJapan，２．SoutheasternJapan，３．Ｋｕｍａｍｏｔｏａｎｄｏｔｈｅｒ

Ｋｙｕｓｈｕ，４．ＪｕｒｏｎｇＢｉｒｄＰａｒｋ，５．Ouagadougou，６．TapoaRiver，７．KibokoRiver，

８．SouthAfrica（JapaneseGarden，StolsneskDam)，９．Massachusetts（Williams

ConservationPond,DelaneyWildlifeManagementArea)，１０.OuachitaRiver,１１.Lake

Murry，１２.CentralandNorthernFloride（LakeEola，Sebring，Ｓｔ､LucieBoulevard)，

１２，．MiamiandSouthernFlorida（MiamiSeaquarium，MiamiDadeCommunity
College,FuchsPark,AnhingaTrail,PortEverglades)，１３.HavanaZoo．

1980年には，アフリカのブルキナファソのワガドゥグゥでまき餌漁が観察され，少し束

のニジェールのタポア川でも1983年にみられた．1985年にはアメリカのアーカンソー州ウァ

チタ川でみられ，同年シンガポールのジュロングバードパーク内の池でもまき餌漁の報告

がある．1986年には南アフリカのダーバンで７月に，同国クルーガー公園のダムで10月に

みられている．この年にはフロリダのアンヒンガトレールと同州ポートエヴァーグレーズ

でもみられた．南アフリカのダーバンの日本庭園では1987年７月と1988年５月にまき餌漁

がみられている．1987年にはマイアミのフックス公園で観察された．1988年８月にはマサ

チューセッツのデラニー保護区でみられている．

しかし，多くみられているフロリダを含めて，海外ではどの地域でも報告のあった年以

降，まき餌漁はみられていない．たとえば，1973年と1980年にマイアミシークウェリアム

で，1974年～1979年にマイアミデードコミュニティカレッジでみられたまき餌漁は，その

後1986年９月にはどちらの地点でも観察されなかった（樋口未発表)．ポートエヴァーグ

レーズ，アンヒンガトレールの両地点でも，それぞれ1988年，1990年の段階で観察されて

いない（Ｏｗｒｅ,Ｔ,Ｏ・私信，Rhodes,Ｇ、私信)．

ｃ）まき餌の種類

日本での報告例で最も多いのは植物質のもので，葉，小枝，草，コケなどが使われてい

る．また魚の餌になるものとしては，生き餌やパンなどがつかわれている．海外ではパン



Cast（1.5ｍ)，wait

Peckseveraltimes

Drop,cast

Placesoftly，ｗａｉｔ，

Carryandleave

Placesoftly，ｗａｉｔ

Ｃａｓｔ,wait，repeat

Place,pecksevGraltimes

Place，ｗａｉｔ

Ｕｎｋｎｏｗｎ

Ｕｎｋｎｏｗｎ

Ｄｒｏｐ，ｐｌａｃｅｍａｎｙｔｉｍｅｓ，wait

Dropsoftly

Dropsoftly，ｗａｉｔ４ｍｉｎ・

Ｐｌａｃｅｍａｎｙｔｉｍｅｓ

Ｃａｓｔ,ｗａｉｔ５sec・

Cast

Place，plungeimmediately

Place,Ｃａst,wait（０－５sec.）

Cast

Place,cast,ｗａｉｔ（０－５sec.）

Cast（１ｍ),ｗａｉｔ

表１．日本のササゴイのまき餌漁の種類と地域の特性

Table１．Charactoristicsofbait-fishingbehaviorbyGreen-backedHeronsandLheirobservedlocalitiesinJapan．

Ｎｏ． Locality Ｄａｔｅ Ａｇｅ Ｂａｉｔｉｔｅｍ Method Results

Leaf,etc・

Smalltwig

Leaf,ｔwig

Cicada

Grass

Bread

Plasticfoam，ｐｉｅｃｅｏｆｃｌａｙ

Ｔｗｉｇ，ｗｈｉｔｅｄｏｗｎ

Ｆｌｙｓｐ、

Unknown

Smallobject

Twig，pebble,weed

Deadleaf,ｐｅｂｂｌｅ

Ｌｅａｆ,soil

Plasticfoam，redplastic

Fly

Leaf,grass，moss

Smallobject

Twig，leaf,ｆｌｙ，pebble，etc，

Smallobject

Twig,leaf,ｆｌｙ，etc、

Ｌｅａｆ

Ａ

Ａ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
Ｕ
Ｊ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｊ
Ａ
Ｊ
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
，
Ａ
侭
Ａ

Ｊ
Ｊ
Ｊ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
岨
喝
Ｍ
賜
陥
Ⅳ
岨
的
別
皿
躯

Seiyouen，Iwate

Kitakanbaragun，Niigata

Rikugien，Tokyo

TakedaShrine，Yamanashi

OtsuRiver,Osaka

MoatofHimejiCastle,Hyogo

ShimadaR.，Ｙａｍａｇｕｃｈｉ

ＫａｔｓｕｙａｍａＰａｒｋ，Ｆｕｋｕｏｋａ

ＴｓｕｅｔａｔｅＲ.，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＧｏｕｓｈｉｇａｗａＲ.，Kumamoto

Nishigoushimachi，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ｌｓｅｒｉｇａｗａＲ.，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＭｉｆｕｎｅＲ.，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＧorogatakiR.，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＭａｅｋａｗａＲ.，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＫｕｍａｇａｗａＲ.，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＭｉｎａｍａｔａＲ.，Kumamoto

HakenomiyaPark，Kumamoto

SuizenjiPark,Kumamoto

KamiezukoLake，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＥｚｕｋｏＬａｋｅ，Ｋｕｍａｍｏｔｏ

ＫｉｎｏｓｉｔａＲ.，Kagoshima

Ｍａｙ－Ｊｕｎｅ，１９８４

１９８３

Ｊu１．２０＆Ａｕｇ､２，１９８６

Ｊｕ１．１０，１９７７

Ａｕ９．１２，１９９０

０ct､８－１４，１９８８

Ａｕ９．１５，１９９１＆Ｊｕｎｅ１２，１９９２

June11,1986＆Ｆｅｂ､１１，１９８７

０ct､２５，１９８６

Ｊｕｎｅ１０，１９８７

Sept､４，１９８５

Ｊu1.26,1986＆Ａｕｇ､６，１９８６

Ａｕ９．３１，１９８６

０ct､２６，ｌ９８４

Ｊｕｎｅ－Ｊｕｌｙ，１９８４＆１９８５

Ｊｕｌｙ，１９８８＆Ｊｕｌｙ，ｌ９９０

Ｍａｙ，１９９１

Ｊｕｎｅ２７，１９９３

Ａｐｒ.－Ａｕｇ.，l983-l986

Feb､３，１９９０

Ａｐｒ.－Ａｕ９．，１９８３－１９８６

Ｊｕｌｙ７，１９８５

Age:Ａ＝Adult,Ｊ＝Juvenile，Ｕ＝UnknownResults:Ｓ＝Success,Ｆ＝Failure，Ｕ＝Unknown

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｆ
，
Ｆ
，
Ｓ

Ｆ
Ｆ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

樟 ▲

CA．



Picturetaken

表１．続き

Table１．Cont，．．

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
ｕ
廻
過
哩
晦
肥
Ⅳ
肥
廻
加
皿
躯

Artificial

feeding
SourceNotesHabitatＮｏ．

WaterlookstoodeepforG、Heron

Caught20fishin１．５h

Colonyonanearbybeach

TokitaK．ｐers，ｃｏｍｍ，

Takemael984

TerashimaN．ｐers･ｃｏｍｍ・

KanouchiK．ｐers､ｃｏｍｍ・

ＫｉｎｏＳ.ｐers・ｃｏｍｍ・

Ｎａｋａｇａｗａｌ９８９

ＹａｍａｍｏｔｏＫ．ｐers･ｃｏｍｍ・

Ｙｏｇｏｌ９８７＆pers,ｃｏｍｍ、

Hasebel987

Arimal986

TakagiH.ｐers・ｃｏｍｍ、

ＹａｍａｄａＴ.ｐers・ｃｏｍｍ、

ＩｍａｍｕｒａＫ．ｐers・ｃｏｍｍ、

EguchiK.ｐers・ｃｏｍｍ・

TagawaShi.，ＡｓａｉＮ．ｐers､ｃｏｍｍ、

AsaiN.，Motomural．ｐers・ｃｏｍｍ・

Motomural992

1mamuraK．ｐers・ｃｏｍｍ･

Higuchil986,1987,Yamadal986a

lmamuraK．ｐers・ｃｏｍｍ・

Higuchi，pers・observ・

Samejimal985＆pers・ｃｏｍｍ．

Ｙ
Ｕ
Ｙ
Ｙ
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｕ
Ｕ
Ｎ
Ｕ
Ｎ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｙ
Ｙ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

』
↑

TrylOtimesindifferentspots

Pond

Shallowriver,slowflow

Gardenpond

Pond（Moat),muddy

Sandbank,clearslow-flowingwater

Rockinmoａｔ

Ｒｉｖｅｒｂａｎｋ，clearflowingwater

Pond，slowflow

River

River

Pond(0.2ha）

Shallowpoolinriver,slowflow

River,ｓｌｏｗｆｌｏｗ

Ｃｌｅａｒｐｏｏｌｏｆｒｉｖｅｒ,slowflow

Rivermouth，clearslow-flowingwater

PoolinRiVer,slowflow

Smalldamacrossriver,ｓｌｏｗflow

Ｐｏｎｄ,clearwaterfromfountain

Pondingarden，clear

River,Clear,flowingwater

Slowflowingriver＆ｐｏｎｄ,clear

River,Clear,ｓｌｏｗｆｌｏｗ

Ｎｏｔｒｉａｌｔｏｃａｔｃｈｆｉｓｈ

Seemswintering

Luremaking,carrythepebble

Wintering,Nevertrytocatchfish

Successonlybyadults

Norecordsince

１fish/14times/22ｍin．

Nestcloseby

Picturetaken，chasedbyNightHeron

Artificialfeeding:Ｙ＝Yes,Ｎ＝ＮＣ，Ｕ＝Unknown
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２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
皿
過
叫
鴫
肥
Ⅳ
肥
田

表２．海外のササゴイのまき餌漁の稲類と地域の特性．

Table２．Characteristicsofbait-fishingbehaviorbyGreen-backedHeronsandtheirobservedlocalitiesintheworld．

Ｎｏ． Locality Country Ｄａｔｅ Ａｇｅ Ｂａｉｔｉｔｅｍ Method

ｌＡ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
侭
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｊ
＋
Ａ
Ａ
Ｕ
Ａ
Ａ

Ｊ
２Ｊ

Bread

Flower

Beetle，etc，

Maize，bread，straw

Bread，paper,ｄｏｗｎ

Ｓｐｉｄｅｒ

Ｄｒａｇｏｎｆｌｙ

Ｅａｒｔｈｗｏｒｍ，etc，

Ｍａｙｆｌｙ

Ｍａｙｆｌｙ

Ｂｒｅａｄ

Ｂｒｅａｄ

Ｄｏｗｎ

Ｆｉｓhpellet

Bread

Bread，popcorn

Twig

Bread，popcorn

Fooditem

Ｊｕｒｏ､gBirdPark

Ouagadougou

TapoaRiver，NationalParkduW

KibokoRiver

JapaneseGarden，Durban

StolsnekDam，KrugerPark

WilliamsConservationＰｏｎｄ，Mass，

DelaneyWildlifeManagementArea，Mass、

Ouachitariver,Arkansas

LakeMurray，SouthCarolina

LakeEola，Florida

SLLucieBoulevard，Florida

Sebring,centralFlorida

MiamiSeaquarium，Ｆ１orida

MiamiDadeCommunityCollege,Florida

FuchsPark，Miami，Florida

AnhingaTrail，Florida

PortEverglades,Ｆｌｏｒｉｄａ

ＨａｖａｎａＺｏｏ

Singapore

BurkinaFaso

NigerRep･

Ｋｅｎｙａ

Ｓ､Africa

SAfrica

U･ＳＡ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ.Ｓ･Ａ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ､ＳＡ

Ｕ・ＳＡ

Ｕ.Ｓ､Ａ

Ｃｕｂａ

l985

MaylO,１９８１

Ｊａｎ､２６－２７，１９８３

０ct､２４，１９６７＆Ｊａｎ.，１９６８

Jｕ1.,1986＆'87,Ｍａｙ，'8８

０ct､５，１９８６

Ｊｕｌｙ，１９７３

Ａｕｇ.，１９８８

Ａｕ９．２２＆Sept､８，１９８５

Ａｕ9.16,1975

Ａｐｒ,16,1957

１９７２－１９７７

Ｊｕｌｙ，１９７４

１９７３

１９７４－１９７９

Ｊｕｌｙ３０－Ａｕｇ､１，１９８７

Ｊｕｌｙ，１９８６

Dec､１０－１２，１９８６

１９６７

Age：Ａ＝Ａｄｕｌｔ,Ｊ＝Juvenile，Ｕ＝Unknown

Place，ｗａｉｔ

Ｄｒｏｐ（hight20cm）

Placesoftly，wait

Placeupstream，drop

Place，ｗａｉｔ３ｓｅｃ－５ｍｉｎ

Ｐｌａｃｅ，ｗａｉｔ

Ｃｒｕｎｃｈ＆place,waitlmin

Place，ｗａｉｔｌ－３ｍｉｎ

Ｐｌａｃｅ

Ｄｒｏｐ，ｗａｉｔ

Ｐｌａｃｅ

Ｐｌａｃｅｍａｎｙｔｉｍｅｓ

Ｄｒｏｐ，wait

Placesoftly，ｗａｉｔ

Ｐｌａｃｅ

Ｐｌａｃｅ，ｗａｉｔ

Ｄｒｏｐ，wait

Place,ｗａｉｔ

Ｐｌａｃｅｍａｎｙｔｉｍｅｓ

届



Otherwaterfowle.ｇ・Pelicans

表２．続き

Table２．Cont，．．

ＴａｇａｗａＭ．ｐers、ｃｏｍｍ.，brochureofJ.Ｂ､Ｐ・

ＷａｌｓｈｅｔａＬ１９８５

Ｗａｌｓｈｅｔａ１．１９８５

Boswalll983a

Woodl986，pers､ｃｏｍｍ、

Englishl987

Makapers・ｃｏｍｍ・

Ｍａｋａｐｅｒｓ、ｃｏｍｍ・

PrestonetaL1986

Keenanl981，Boswalll983b

Lovelll958

Boswalll983a

Norrisl975

Sissonl974

Boswalll983a；Cashinpers，ｃｏｍｍ・

Higuchi，pers.observ、

Rhodesl989,pers・ｃｏｍｍ・

Higuchi，inpress

Boswalll983a

Artificial

feeding
SourceNotesＮｏ．Results Habitat

Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

］
の

Ｐｏｎｄｉｎｐａｒｋ,muddy

Bodyofwater(100ｍ),noflow

Slowflow

River，clearwater，slowflow

Gardenpond,muddy

Reservoir

Marsh（ｌｈａ）

Shallowmarsh（40ha）

Ｒｉｖｅｒ

Ｌａｋｅ

Ｌａｋｅ

Ｇａｒｄｅｎｐｏｎｄ

Ｄｉｔｃｈｉｎranch

Pondinpark,slowflow

Reservoir（100＊300ｍ）

Ｐａｒｋ，fairlyclear

Park

Canal，ｓｌｏｗｆｌｏｗ，fairlyclear

Lakeinpark

Ｙ
Ｕ
Ｕ
Ｙ
Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｕ
Ｕ
Ｙ
Ｙ
Ｎ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｎ
Ｙ
Ｙ

Chaseawayanotherheron，baitinbills

Bringbait，roostcloseby

Usepaperwhenbreadisnotavailable

Findbaitfromdeadtree

Peckatbaitmanytimes

Carrybaittoanotherspot（１fish/３try）

Mayfliesabundant（lOtry/30ｍin）

２successes，noobservationsince

Catchfishgatheredforbreadcastbyman

Observedfor6successiveyears

Catchpalechuborminnow

Baitfishingratediffersinindividual

Breaksmallpiecefromlargebread

Preferbreadtopopcorn

Caught2fishin30min

Lowsuccesｓｒａｔｅ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Results:Ｓ＝Success,Ｆ＝Failure，Ｕ＝Unknown Artificialfeeding:Ｙ＝Yes,Ｎ＝ＮＣ，Ｕ＝Unknown
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などの食べ物の例が妓も多く，次いで生き餌が多い．熊本の水前寺公園およびそれに隣接

する江津湖の例を除くと，日本でも海外でも報告されている餌の種類は，各地でそれぞれ

l～３種類に限られている．

水前寺公園では，まき餌にもちいられたものは多岐にわたっており，大きくわけて動物

質のもの，植物質のもの，それ以外にわけられる（Higuchil986)．動物質のものはハエ，

昆虫の成虫と幼虫，セミ，バッタ，ミミズなどである．植物質のものは小枝，木や草の葉，

木の実，樹皮，木や草の根，コケなどである．その他のものとしては羽毛，発泡スチロー

ルのかけらやプラスチックの破片などのゴミなどがみられた．ハエがもちいられたのは，

おもに７月で，８月になると植物質のものが多かった．

ｄ）まき餌の方法

まき餌のあつかい方としてはまず，「くちばしの先にくわえて落す」型がある．このタ

イプは，日本では東京の六義園で小枝や葉を，熊本の五老ケ滝川で葉や土を，熊本の御船

川で枯葉を，熊本の井芹川で小枝や小石を，熊本の水前寺公園と江津湖で小枝や葉，小石

などをもちいているのが観察されている．

海外では，アフリカ西部のワガドゥグゥで花びらを，北米，サウスカロライナのマレー

湖でカゲロウを，フロリダ中部のシーブリングと，南部のアンヒンガトレールでそれぞれ

羽毛と小枝を使っているのが観察されている．

次に，くちばしの先にくわえた物を水面に放す，あるいはおく方法．このタイプは山梨

の武H1神社でセミをおいた例，兵庫の姫路城でパンを使っている例，北九州市の日本式庭

園の池で小枝や羽毛を使った例，熊本のハエなどの生き餌，小枝や小石，ゴミなどを使っ

た例がある．海外では15か所でこの例がみられ，使われている餌はパンが８例，魚の餌や

食物とみられるものが２例，昆虫４例である．

３番目にくちばしの先からとばす方法．これは日本では岩手の消養園，東京の六義園，

山口の島田川，鹿児島の木之下川，熊本では球磨川，上江津湖，水前寺公園などでみられ

ている．使われた餌は葉，小枝，コケ，ゴミ，ハエなどである．

まき餌に使うものをちょうどよい具合に処理するといった，まき餌のための前処理とい

える行動は，次の例でみられている．ケニヤのハンターズロッジでは，大きなパンくずに

は大きな魚しかよってこないので，大きなパンくずは小さくなるまで魚がつつくにまかせ

て待っていて，小さくなってから拾いあげてまき餌に使った．フロリダのマイアミデード

コミュニティカレッジでは，人が投げたパンぐずが大きいときは，自分で小さくつついた

ものをまき餌として小魚をねらった．マサチューセッツのウィリアムズ保護池では，捕狸

したトンボをくちばしで何度かかんでから水面に浮かべた．トンボを殺して動かなくする

ためと，軟らかくして魚がよりつきやすくするためだった可能性がある．日本の水前寺公

園では，長さ約６～７ｃｍの小枝を足で押えて，それをくちばしで折って更に短くし，そ

の小さくなった小枝をまき餌に使った例が２回ほど観察されている．

光市島田川やケニヤのキボコ川のように流れのあるところでは，ササゴイは上流にむかっ

てまき餌を投げていた．このようにすると流れてきた餌は再び自分の前をとおって，下流

のくちばしの届かないところにいくまで長い時間まき餌を利用することができる．

ｅ）待ち時間

ササゴイがまき餌を投げてから魚を捕食するまでの待ち時間にも，おもに２つのタイプ
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がある．１つは，まき餌をおいてから魚がよってくるまで待つタイプ．これは海外に多く，

北米の例にシンガポールと南アフリカのダーバンの例を含めると10例になる．これに使う

餌の種類は，パンが５例，生き餌が３例など，魚に直接食べられるものが多い．日本でも

パンを使った姫路の例をはじめとして，熊本の球磨川や阿蘇のハエを使った例など，魚の

餌になるものが多いが，中には葉などを使って待ち，何度も辛抱強くくり返しながら成功

している熊本の五老ケ滝川の例もある．

もう１つは，まいたのち，１秒もたたないうちに魚にとびつくタイプである．この場合，

ササゴイはくちばしにまき餌をくわえたまま魚の行動をじっくりとみつめ，とびついてと

らえられるぎりぎりの範囲まで魚が近づいたときに，魚のすぐ鼻先に餌をとばす．そして

すかさず自分もとびこんで魚をとらえるのである．このタイプの漁がみられるのは，国内

外合わせて熊本市の水前寺公園とそれに隣接する江津湖，水前寺公園から6.5kｍ離れた八

景水谷公園の３か所だけであった．江津湖の個体は水前寺公園の個体群の一部である可能

性が高く，八景水谷公園の個体もその可能性がある．よく調べられている水前寺公園の例

では，植物質の餌から動物質の餌まであらゆる餌を使ってこのタイプの漁を行なっている．

ｆ）成功率

水前寺公園の例では，テリトリーの質によって個体ごとの成功率が異なっていた．浅く

て水辺に適当な大きさや高さの石や茂みなどのあるテリトリーをもつ個体は成功率が高く，

水中に立ったまま採食する個体や，高い枝からまき餌をよぎなくされる個体は成功率が低

かった（Higuchil988a)．また，幼鳥は成鳥よりも使うまき餌の大きさが大きすぎたり，

まいた後の姿勢が不適切であったりして，ほとんど成功しなかった（Higuchil986)．

海外の幼烏の例では，日本よりも成功率が高い．これは，パンなどを水面において待つ

だけの，特別な技法を必要としない方法によっているからで，日本でも，姫路のパンを使っ

た幼烏の例は成功している．

ｇ）人への依存度

まき餌に利用する餌の狸得に関して，人への依存度は３段階にわけられる（Higuchi

l993)．(1)人が魚などに投げるパンなどに完全に依存しているもの，(2)人の投げるもの

に依存してはいるが，人の投げるものが手に入らない場合，自分で疑似餌となるものを使

う例，(3)人の投げるものにまったくたよらず，自分でいろいろな餌をくわえあげて使う

例である．（１）のレベルには日本の姫路城，シンガポール，フロリダのエオラ湖，フロリ

ダのセントルーシー通り，マイアミシークェリアム，マイアミデードコミュニティカレッ

ジ，ポートエヴァーグレーズ，フックス公園，キューバのハバナ動物園の例があたる．フ

ロリダで観察された８例中６例までがこのタイプであった．(2)のレベルには，アフリカ

のケニアのキポコ川と，南アフリカのダーバンの例が相当する．(3)のレベルの典型とし

ては，熊本の水前寺公園とその周辺がある．水前寺公園などの例は使われる餌の種類が些

富であること，行動が洗練されていて多様であることなどから，股も進んだタイプのまき

餌漁であると思われる．

終わりに

1957年にフロリダで初めて観察されたササゴイのまき餌漁は，

にしたがって，ますます広範囲の地域から報告が集まっている．

その後，観察例が増える

今後，発達過程の考察を
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進めるためにも，新たな観察例や過去の埋もれた例があれば，ぜひ参考にさせていただき

たい．そのような例をおもちの方は，下記までご連絡いただきたい．

〒１５０束京都渋谷区東２－２４－５日本野鳥の会研究センター

黒沢令子・樋口広芳

電話：03-3486-4869Ｆａｘ：03-3486-4859

謝辞

国内外の，以下の方々から賞重な情報をいただいた；浅井奈々子，有馬宏幸，今村京一郎，江口和

洋，叶内拓也，紀野惰，鮫島美智子，高木博敏，田川伸一，田村満，寺島旭，時田克夫，中川恵司，

本村一羊，本村千明，山田哲･也，山本健次郎，余吾ヨシ子，GloriaCashin，StephenG・Maka，

OsarT、Ｏｗｒｅ，GeorgeRhodes，NickUpton，PhyllisWood．

また，故・坂梨輝男氏および今村京一郎氏には熊本市内の観察にあたり，大変お世話になった．ま

た日本野鳥の会研究センターの藤田剛，植田睦之の両氏には原稿とりまとめに際して，便宜をはかっ

ていただいた．以上すべての方々に深く感謝したい．

要 約

l）ササゴイによるまき餌漁は日本では22か所，関東，関西，山陽，九州の各地でみられたが，熊本

県に集中していた．特に水前寺公園の周辺に多かった．海外では19か所で観察され，アフリカと北

米に多く，北米のフロリダ周辺に集中していた．

2）まき餌漁がみられる環境は，流れのないかまたはおだやかな浅い水べで，石や茂みなどのある場

所が多かった．

3）まき餌の種類は大きくわけて，パンなどの食物，昆虫やミミズなどの生き餌，葉や小枝などの疑

似餌などにわけられた．海外ではパンなどの食物が多く使われ，日本では生き餌や疑似餌などが多

くみられた．

4）まき餌の方法は落とす，そっとおく，とばすなどであった．とばす例は日本でだけみられ，水前

寺公園などの熊本県下で４か所，ほかの地域３か所でみられた．

5）まき餌をしてから魚にとびつくまでの待ち時間は，熊本の水前寺公園などの例を除いては，２～

３秒から４～５分間であった．水前寺公園での例では，餌を投げてから１秒かからずにとびつく例

が多かった．

６）成功率は日本の熊本の例では成鳥では高く，幼鳥は極めて低いが，南アフリカのダーバンやフロ

リダの例では幼鳥もパンなどの食物を利用して成功率の高いまき餌漁をしていた．

７）人が投げる餌への依存度は(1)人の投げる餌に依存している，(2)人が投げる餌が得られないとき

に自分で餌をくわえる(3)人が投げるものにまったくたよらない，の３段階が認められた．
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l）Ｔｈｅｕｓｅｏｆｂａｉｔｗｈｉｌｅｈｕｎｔｉｎｇｆｏｒｆｉｓｈ（bait-fishingbehaviour）bytheGreen-backed

Heronhasbeennｏｔｅｄｉｎ２２１ｏｃａｌｉｔｉｅｓｉｎＪａｐａｎａｎｄｌ９Overseas・Thirteenobservations

werereportedfromKumamotoPrefecture,especiallyinandaroundSuizenjiParkin

KumamotoCity、EightoftheoverseaslocalitieswerefromFlorida，ＵＳＡ，

2）Asuitablebait-fishingsiteisabodyofwaterwithlittleornocurrent,ａｎｄｗｉｔｈｓｔｏｎｅｓ

ｉｎｔｈｅｗａｔｅｒｏｒｂｕｓｈｅsaroundittouseasperches、

3）Thekindsofbaitusedareclassifiedintothreecategories：foodsuchasbreadorfish

pellets,livebaitsuchasinsectsorearthworms,andlurebaitsuchasleavesortwigs,ｅtc・

Breadisusedinmanylocalitiesintheworld，whilelivebaitorluresarefrequenｔｌｙｕｓｅｄ

ｉｎＪａｐａｎ、

4）Therearethreemethodsusedtoplacebaitinthewater:droppingthebait，placingthe

baitsoftlyonthewater,andcastingthebait､Ｔｈｅcastingmethodwasobservedonlyin

７１ocalitiesofJapan,４ofwhichwereinKumamoto,includingSuizenjiPark，

5）Green-backedHeronscatchfishfrom2-3secondsto4-5minutesaftertheyputbaitin

thewater,OneexceptiontothiswastheheronsofSuizenjiPark,whosometimesplunge

forfishinlessthanasecondafterputtingbaitinｔｈｅwater、

6)InKumamoto,Japan,adultbirdsweresuccessfulinbait-fishingbutveryfewjuvenile

birdshadsuccess､WhileinDurban,SouthAfricaandinFlorida,juvenileｓａｓｗｅｌｌａｓ

ａｄｕｌｔｓｈａｄｈｉｇｈｓｕｃｃｅｓｓｕsingediblebaitsuchasbread、

7）Therearethreelevelsofdependencｅｏｎｍａｎ：（１）dependingｔｏｔａｌｌｙｏｎｂａｉｔｍａｄｅａｎｄ

ｔｈｒｏｗｎｂｙｍａ､，（２）usingman-madebaitbutusingsubstituteswhentheyarenot

available,(3)totallyindependentofman-madebaitorbaitthrownbyman・

LResearchCenter,WildBirdSocietyofJapan,Higashi2-24-5,Shibuya-ku,Ｔｏｋｙｏ
ｌ５０


